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2019/5/10 2019/5/17 変化率
1.572 1.562 -0.60%

2019/5/10 2019/5/17 変化幅
7.413 7.364 -0.049

2019/5/10 2019/5/17 変化率
37,462.99 37,930.77 +1.25%

週初に発表された4⽉の消費者物価指数（CPI）が市場予想を
下回ったことを受けて、追加利下げへの期待が⾼まり、インド10年国
債利回りは低下（価格は上昇）しました。週半ばには下院総選挙
の結果への警戒感から10年国債利回りは⼀時上昇する場⾯もあり
ましたが、利下げ期待に⽀えられて週間では⼩幅な低下となりまし
た。
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［株式市場］SENSEX指数の推移
（2016年1⽉1⽇〜2019年5⽉17⽇）

［債券市場］インド⾃国通貨建て10年国債利回りの推移
（2016年1⽉1⽇〜2019年5⽉17⽇）

［為替市場］インドルピーの対円レートの推移
（2016年1⽉1⽇〜2019年5⽉17⽇）

［株式市場］

［債券市場］

［為替市場］

週初は原油価格の上昇とルピー安を嫌気してインド株式市場は下
落しました。SENSEX指数などの主な株価指数はそれまで9⽇続落
していたことから、翌⽇は買い戻す動きが⾒られました。週半ばには、
翌週に開票が⾏われる下院総選挙の結果への警戒感から再び売り
に押されましたが、週末にかけては19⽇の最終投票後に発表される
出⼝調査の結果を前に買う動きが膨らみ、週間では上昇しました。

インド株式市場の上昇がルピーの⽀援材料となる場⾯もありました
が、原油価格の上昇を受けてルピー安⽶ドル⾼となりました。また、
円が対⽶ドルで上昇したことから、対円でも下落しました。

（対象期間：2019/5/13〜2019/5/17）

出所：グラフおよび表はBloomberg L.P.のデータに基づきイーストスプリング・インベストメンツ作成。
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